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形となる｡ (D (,) はフイルム現像条件も大切な要素と
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ス トは表示される計数値の上限 WU (Windo
wUpper Level) をどこに設定するかで決定される 核医学画像診断 Vol.2No.1
1987.4 - 43-(WU 点でのグレ
ーレベルは最大値)｡この WUは,メモリ上に適当
な大きさの ROIを設定し,この ROI 内の計
数値について画素当たりの平均値AV と,標準
偏差値 SD を求めることによってWU-
AV+R･SD で求められる｡ ここで ROIの大きさ
は患者上で 3cmX3cm 相当になる大きさが良い
と思われる｡Rはコントラス ト補正係数であり,臨床例
と読影医師の経験から決まる値である(大体 R-
3ぐらいが適当と思われる)｡一般にシンチグラムに前述のようなROIを設定,
ROI内の一画素当たりの計数値の
分布ヒス トグラムは Fig.3-1のようになる
｡ これを前節で求めたD品 を用いて補正を行った最
終の表示特性は W3で示すように直線となり,得ら
れる黒化度カーブはFig.3の W3B のようになる｡
まとめデジタルシンチグラムの画質標準化と最適コント
ラスト設定の自動化について述べて来たが,これらの方法についても一長一短が有るし,また述べて来
た方法
を実施するに当たっても問題点がある｡それは,
①現像液の管理-現像液の濃度,温度など,②フ
イルムの管理-フイルムの種類でありいずれも総合
感度特性 D(Ⅴ)に係わる内容であり,これらの管
理が悪いと何んら意味を持たない｡コントラス トの自動設定に
ついては,ROIをどこに設定するかによって異
なって来る,診断目的部位,症例などによってより
適切な設定場所を決める必要がある｡シンチグラム
の画質標準化を考えるに当たってこの点を今後さら
に追求する必要があると考えている｡シンチグラム画像の画
